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研究成果の概要（和文）：南インドのケーララ州中部に近接して存続する希少ヴェーダ学派のジャイミニーヤ派
（サーマ・ヴェーダ所属）とヴァードゥーラ派（ヤジュル・ヴェーダ所属）が伝承する写本とその他の伝承資料
（祭式・歌詠に関するものを含む）を編集・集成して総合的な学派文献コレクションを作成するとともに、両学
派の主要文献の校訂と翻訳研究を行った。

研究成果の概要（英文）：To make a comprehensive collection of the textual traditions of the 
Jaiminiya Samaveda and the Vadhula Yajurveda, the two rare Vedic schools in Central Kerala in South 
India, we have compiled the manuscripts and other materials (including those related to ritual and 
chant) preserved in the schools. In addition, we have made editorial and translation studies of the 
main texts of the two schools. 

研究分野：インド学
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  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究代表者と共同研究者のジャイミニーヤ派とヴァードゥーラ派に関するこれまでの一連の研究（学派伝承の現
地調査、写本収集、文献研究）を継続・発展させ、両学派の伝承と文献に関する研究の集大成として、ヴェーダ
研究に新たな資料と知見を提供するとともに、南インドに現存する両希少学派に関する研究成果を集約した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

本研究は、研究代表者と共同研究者のこれまでの以下の二つの研究に基づいて計画された。 

⑴ 学派伝承の調査と写本収集 

＜ジャイミニーヤ派＞ 19世紀後半に A. C. Burnellによってジャイミニーヤ派（サーマ・ヴェ

ーダ）に属する諸写本がはじめて学界にもたらされ、それらをもとにこの派の文献が次々と校

訂出版された。しかし Burnellの写本はすべてタミルナードゥ州のジャイミニーヤ派の系統のも

のに限られ、別系統のケーララ州のジャイミニーヤ派のものが含まれていなかったために、そ

れらに基づくこれまでのテキストはすべて不完全なものであった。タミルナードゥとケーララ

の両系統のジャイミニーヤ派の伝承と文献に関して、Asko Parpolaが 1970年代はじめから、本

研究代表者が 1980年代半ばから調査と研究を行ってきた。2001年から両人が共同してジャイ

ミニーヤ派のすべての伝承地、およびジャイミニーヤ派の写本が分散しているインド各地の写

本図書館を対象に、現存するすべての写本を集中的に調査するとともにデジタル撮影を行うこ

とによって、ジャイミニーヤ派文献に関して現存するほぼすべての写本資料を確保した。 

＜ヴァードゥーラ派＞ 未知のヴァードゥーラ派（ヤジュル・ヴェーダ）の文献がはじめて学界

に紹介されたのは、1920年代、W. Calandによってである。しかし彼が利用した資料は、原写

本をデーヴァナーガリー文字に転写した二次的な写本のさらに写しであり、彼が出版したテキ

ストはヴァードゥーラ派文献全体の一部にすぎない不完全なものであった。ヴァードゥーラ派

文献の基本資料を網羅的に精査するために、1990年代はじめから井狩彌介が南インドにおいて

現地調査に従事し、ケーララ州中部のヴァードゥーラ派の二つの家系で、Caland が用いた資料

の原写本を含む多数の写本の存在を確認し、撮影することに成功した。井狩はその後もヴァー

ドゥーラ派の伝承と写本の調査を継続し、重要な多くの写本を収集した。 

⑵ 校訂と研究  

収集した両学派の諸写本を基礎資料にして、Parpola、井狩、研究代表者は、それぞれが専門

とする文献の校訂を進めてきたが、2008年から研究代表者を含む国内外の専門研究者が分担・

協力して両学派の未知ないし未出版の文献および不完全な版しかない文献等の校訂・研究を目

的とする共同研究を行っている。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、南インドのケーララ州中部に近接して存続する希少ヴェーダ学派のジャイ

ミニーヤ派とヴァードゥーラ派の文献伝承に関して、写本とその他の伝承資料を編纂・集成す

ることによって総合的な学派文献コレクションを作成するとともに、主要な文献の翻訳と研究

を行うことである。この研究は、研究代表者と共同研究者のこれまでの一連の研究（学派伝承

の現地調査と写本収集、主要文献の校訂）を継続・発展させ、両ヴェーダ学派の伝承と文献に

関する研究の集大成として、ヴェーダ研究に新たな資料と知見を提供するものである。 

 

３．研究の方法 

 ジャイミニーヤ派とヴァードゥーラ派は伝承地域が重なり、伝承形態に共通点や関連性があ

るため、研究代表者は両方の学派の研究に携わってきた。本研究は両学派の研究の連携をさら

に推し進めて、両学派の伝承と文献の研究の集大成として、以下の二つの事業を行った。 

⑴ 文献集成 

 ケーララ州において、ジャイミニーヤ派は現在 20の家系として存続し、その内の３つの学匠

家系が口承、写本、歌詠ノート（伝承者が歌詠をノートなどに書き写したもの）によってサー



マ・ヴェーダの学派伝承を伝えている。一方、ヴァードゥーラ派には 16の家系が属し、その内

の２つの学匠家系が大量の古写本の形でヤジュル・ヴェーダの学派伝承を保存している。ただ

し両学派とも、サンスクリット語と現地語のさまざまなヴェーダ文献をばらばらに、時に混在

化や断片化した形で伝承している。研究代表者は、自身と共同研究者が長年にわたって収集し

た両学派の大量の伝承諸資料を保管している。それらを系統的に整理して学派文献コレクショ

ンとして集成した。 

⑵ 翻訳研究 

 研究代表者と共同研究者による写本収集に基づき、ジャイミニーヤ派とヴァードゥーラ派の

主要文献の校訂を継続するとともに、校訂テキストの翻訳と研究を行った。ジャイミニーヤ派

では、Jaiminīya-Upaniṣad-Brāhmaṇaと Jaiminīya-Śrautasūtra について、サーマ・ヴェーダを専門

とする研究代表者と共同研究者が担当した。ヴァードゥーラ派では、Vādhūla-Śrautasūtra と 

Vādhūla-Gṛhyasūtra について、それぞれシュラウタ祭式とグリヒヤ祭式を専門とする共同研究

者が中心となって研究を行った。 

 

４．研究成果 

⑴ 文献集成 

＜ジャイミニーヤ派＞ ジャイミニーヤ派の伝承資料には、研究代表者と共同研究者が収集（撮

影）した写本、歌詠ノート、歌詠の録音・録画が含まれる。それらをデジタル化した上で整理・

分類し、収集資料コレクションを作成した。写本に関しては、各地の伝承地での現地調査で存

在が確認されたすべての写本を伝承地ごとに分類したカタログを作成した。 

＜ヴァードゥーラ派＞ ヴァードゥーラ派の伝承資料は大量の古写本からなっている。主要文献

の写本は井狩によって撮影されているが、研究代表者を中心に現地への訪問を繰り返して、学

派家系が保持するヴェーダおよびタントラ関係の写本のデジタル撮影を進め、ヴァードゥーラ

派の収集資料コレクションを作成した。 

⑵ 翻訳研究 

Jaiminīya-Upaniṣad-Brāhmaṇa、Jaiminīya-Śrautasūtra、Vādhūla-Śrautasūtra、Vādhūla-Gṛhyasūtra の

四文献について校訂を継続し、翻訳を進めるとともに研究を行った。主要な成果としては、

Jaiminīya-Upaniṣad-Brāhmaṇa と Jaiminīya-Śrautasūtra（未出版の Kalpa と Paryadhyāyaを含む）

の暫定的な校訂版と、Vādhūla-Śrautasūtra のアグニチャヤナ祭を扱う第 8 章と王即位式（ラー

ジャスーヤ祭）を扱う第 10章の校訂と訳注である。 

⑶ シンポジウム 

本研究に関連した研究成果の公開のために、京都大学人文科学研究所共同研究「ブラフマニズ

ムとヒンドゥイズム―南アジアの社会と宗教の連続性と非連続性」と連携してキックオフ・シ

ンポジウムと６回のシンポジウムを開催し、発表を行った。 
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